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『
農
喩
』

よ
し
や
す

福
島
県
奥
会
津
に
位
置
す
る
三
島
町
に
お
い
て
、
五
十
嵐
富
安
（
オ
治
郎
）
は
篤
農
家
と
し
て
、
ま
た
、
社
会
事
業
家
と
し
て
早
く
か
ら
そ

の
業
績
が
知
ら
れ
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
富
安
に
よ
る
業
績
は
、
旧
『
三
島
町
史
』
が
「
義
倉
の
建
築
（
穀
物
を
蓄
え
凶
作
に
そ
な
え
た
）
」
、

「
四
十
八
ヶ
所
に
あ
が
る
水
路
道
路
橋
梁
工
事
施
行
」
、
「
旅
人
の
道
案
内
と
も
呼
ぶ
べ
き
道
標
建
立
三
十
―
―
一
ヶ
所
」
、
「
水
利
の
便
を
計
る
た
め

用
水
堰
の
開
さ
く
」
へ
の
「
多
額
の
寄
附
」
、
「
凶
作
に
は
貧
民
に
度
々
施
し
た
こ
と
」
（
九
一
五
頁
）
を
記
す
通
り
、
ま
さ
に
枚
挙
の
暇
が
な
い
。

そ
れ
ら
の
中
で
も
、
九
点
の
書
物
の
刊
行
は
、
支
配
層
に
属
さ
ぬ
人
物
に
よ
る
事
業
と
し
て
は
一
大
壮
挙
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
富
安
の
書
物

刊
行
に
つ
い
て
は
既
に
地
域
の
碩
学
に
よ
る
優
れ
た
研
究
が
備
わ
る
が
、
福
島
県
内
各
機
関
に
よ
る
近
年
の
目
録
整
備
や
三
島
町
の
町
史
編
纂

事
業
に
よ
っ
て
閲
覧
や
内
容
の
確
認
が
容
易
に
な
っ
た
関
連
文
書
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
富
安
の
御
子
孫
で
あ
る
五
十
嵐
富
一
氏
の
ご
厚
意

に
よ
り
、
同
家
が
保
管
す
る
資
料
群
の
調
査
を
許
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
併
せ
見
て
い
く
と
、
富
安
の
書
物
刊
行
は
、
富
安
自
身
の
尽
力
と
、
地

域
社
会
の
歴
史
と
文
化
と
の
双
方
が
相
応
ず
る
こ
と
で
実
現
を
見
た
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
彼
の
書
物
刊
行
の
嘴
矢
と

な
っ
た
『
農
喩
』
を
中
心
に
、
そ
の
刊
行
の
経
緯
を
改
め
て
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一
は
じ
め
に

五
十
嵐
富
安
に
よ
る

再
板
を
め
ぐ
っ
て

米

谷

隆

史
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二
富
安
刊
行
書
物
の
研
究
史
概
観
（
丸
数
字
の
番
号
は
刊
行
年
順
に
付
し
た
）

ま
ず
は
五
十
嵐
富
安
の
生
涯
を
④
松
枝
茂
「
五
十
嵐
富
安
伝
」
（
「
社
会
事
業
』
三
一
ー
五
、
一
九
四
八
）
に
拠
り
つ
つ
確
認
し
て
お
こ
う
。

文
化
八
(
-
八
―
-
）
年
、
南
山
御
蔵
入
地
の
大
谷
組
大
登
村
の
名
主
職
を
勤
め
た
渡
部
家
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
ニ
ニ
歳
で
大
谷
村
五
十

嵐
兵
右
衛
門
の
養
子
と
な
る
。
大
谷
村
（
現
福
島
県
三
島
町
）
は
、
文
政
年
間
に
中
央
を
流
れ
る
鳥
海
川
の
水
害
に
遭
い
疲
弊
し
て
い
た
上

に
、
天
保
の
飢
饉
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
こ
と
で
、
養
家
の
五
十
嵐
家
は
没
落
し
家
田
畑
の
大
半
が
質
入
れ
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

富
安
は
寸
暇
を
惜
し
ん
で
新
田
の
開
発
に
努
め
た
他
、
生
来
の
オ
覚
を
発
揮
し
て
三
六
歳
頃
ま
で
に
は
家
産
の
回
復
を
図
り
、
つ
い
に
は
、
書

物
の
刊
行
や
公
共
事
業
を
主
導
す
る
ま
で
と
な
っ
た
。
「
嘉
永
三
上
下
御
用
捨
の
恩
命
に
浴
し
」
、
明
治
以
降
も
前
後
六
回
の
表
彰
を
受
け
た
。

富
安
の
書
物
刊
行
に
言
及
す
る
早
い
時
期
の
刊
行
書
は
①
『
大
沼
郡
誌
」
（
大
沼
郡
役
所
、
一
九
二
三
）
で
、
富
安
の
略
歴
と
と
も
に
新
田
開
発
、

出
版
に
よ
る
書
物
の
頒
布
、
没
後
の
石
碑
建
立
な
ど
、
富
安
の
主
な
事
蹟
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
い
で
、
②
阿
部
泰
荼
「
本
県
に
於
け

る
子
返
し
文
献
考
」
（
「
岩
磐
史
談
』
ニ
ー
十
、
一
九
三
七
）
が
、
特
に
富
安
刊
行
の
「
子
孫
繁
昌
手
引
草
』
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
②
を

承
け
て
記
さ
れ
た
の
が
③
松
枝
茂
(
-
九
四
三
）
「
陰
殺
防
止
に
関
す
る
出
版
物
」
（
『
会
津
藩
の
人
口
政
策
』
山
一
書
店
）
と
前
掲
④
で
あ
る
。

松
枝
氏
は
、
③
に
お
い
て
富
安
が
刊
行
し
た
嘉
永
四
(
-
八
五
一
）
年
序
「
子
孫
繁
昌
手
引
草
』
を
珍
重
す
べ
き
も
の
と
し
て
評
価
し
、
さ
ら

に
社
会
事
業
家
と
し
て
の
富
安
の
生
涯
を
顕
彰
す
べ
く
④
を
著
し
た
。
氏
は
、
五
十
嵐
家
に
足
を
運
ん
で
文
書
や
書
物
を
確
認
し
た
上
で
、
富

安
の
生
涯
や
刊
行
書
物
（
以
下
、
富
安
版
と
称
す
る
）
に
つ
い
て
詳
述
し
て
お
り
、
こ
こ
に
お
い
て
、
富
安
の
業
績
の
全
貌
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に

な
っ
た
と
い
え
る
。
以
降
の
富
安
に
関
す
る
言
及
の
多
く
は
、
⑥
「
産
子
養
育
の
会
津
の
出
版
物
」
（
『
会
津
若
松
史
」
第
四
巻
、
会
津
若
松
市
、

一
九
六
六
）
を
含
め
、
松
枝
氏
の
こ
の
二
点
の
業
績
に
負
う
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
⑦
「
五
十
嵐
富
安
」
（
『
三
島
町
史
』
、

三
島
町
史
出
版
委
員
会
、
一
九
六
八
）
は
、
五
十
嵐
家
蔵
の
文
書
等
を
改
め
て
確
認
し
た
上
で
、
町
史
編
集
の
た
め
に
村
内
を
巡
っ
た
際
に
、

明
治
一
八
(
-
八
八
五
）
年
に
逝
去
、
七
四
歳
。



190 (27) 

富
安
版
『
農
喩
』

や
そ
の
写
本
が
各
所
に
残
っ
て
い
た
旨
の
記
録
を
記
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

松
枝
氏
の
論
考
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
富
安
版
の
中
で
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
た
の
は
『
子
孫
繁
昌
手
引
草
』

翻
刻
が
⑧
中
村
と
し
「
『
子
孫
繁
昌
手
引
草
』
に
つ
い
て
」
（
『
民
衆
史
研
究
』
互
、
会
津
民
衆
史
研
究
会
、

行
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
そ
の
一
例
と
し
て
富
安
版
「
農
喩
』
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

三
富
安
版
『
農
喩
』
刊
行
の
経
緯

で
あ
っ
た
。
同
書
の
翻
刻
は
、

夙
に
⑤
高
橋
梵
仙
「
子
孫
繁
昌
手
引
草
ほ
か
」
（
『
日
本
人
口
史
之
研
究
第
二
』
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
五
五
）
が
収
録
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
③
が
言
及
す
る
通
り
、
こ
れ
と
同
名
の
書
物
が
嘉
永
―
―
一
年
に
会
津
若
松
の
菊
地
喜
右
衛
門
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
印
と

一
九
八
一
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

『
農
喩
』
は
、
富
安
の
農
民
と
し
て
の
生
涯
に
深
く
関
わ
る
書
物
と
し
て
、
ま
た
富
安
版
の
嘴
矢
と
し
て
、
右
の
論
考
の
各
所
で
言
及
さ
れ

て
き
た
。
近
年
も
、
⑨
山
本
英
―
-
「
「
農
喩
」
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
（
『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
六
、
二

0
0
九
）
が
、
『
六
諭
術
義
大
意
』

や
『
慶
安
御
触
書
』
等
の
倫
理
・
教
訓
書
の
地
域
に
お
け
る
刊
行
と
流
布
と
が
有
す
る
意
義
に
注
目
す
る
視
点
か
ら
、
各
地
で
の
『
農
喩
』
刊

『
農
喩
』
は
、
天
明
の
飢
饉
時
の
悲
惨
な
記
憶
を
伝
え
つ
つ
、
農
民
と
し
て
の
日
常
的
な
心
得
や
救
荒
時
の
備
え
を
教
諭
す
る
書
物
で
あ
る
。

⑨
は
、
文
政
八
年
(
-
八
二
五
）
に
刊
行
さ
れ
世
上
に
広
く
流
布
し
た
水
戸
藩
の
秋
山
盛
恭
に
よ
る
秋
山
版
『
農
喩
』
以
後
の
、
岩
村
藩
や
秋

月
藩
で
の
刊
行
や
、
秋
山
版
に
依
拠
す
る
後
続
の
諸
版
の
存
在
を
指
摘
し
て
お
り
、
富
安
版
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
富
安
が
新
た
に
付
し
た
跛

文
の
全
文
を
引
用
し
つ
つ
、
民
間
で
刊
行
さ
れ
た
『
農
喩
』
と
し
て
そ
の
意
義
に
言
及
さ
れ
た
。
富
安
が
付
し
た
跛
文
に
言
う
「
黒
羽
に
て
も

の
せ
ら
れ
し
を
水
戸
に
て
板
に
ゑ
ら
れ
た
る
農
諭
と
い
ふ
書
を
み
て
い
と
た
ふ
と
く
覚
へ
て
、
是
を
又
―
一
度
板
に
ゑ
り
て
村
こ
と
に
ほ
と
こ
し

置
な
は
、
お
の
か
ね
か
ひ
た
り
ぬ
へ
し
」
の
部
分
で
富
安
の
志
は
窺
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
今
回
、
富
安
の
御
子
孫
で
あ
る
互
十
嵐
富
一
氏
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の
御
厚
意
に
よ
り
、
同
家
で
保
管
す
る
書
籍
と
文
書
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
中
で
も
、
『
農
諭
書
施
方
開
板
願
書
井
御
公
辺
御
下
知
書
留

一
巻
』
（
以
下
、
本
稿
で
は
『
書
留
」
と
略
記
す
る
）
は
、
④
に
お
い
て
「
刊
行
以
後
の
経
緯
各
般
と
の
交
渉
願
書
手
続
等
は
、
現
に
五
十
嵐

家
に
伝
わ
っ
て
居
る
写
本
「
農
喩
施
方
開
板
願
書
並
御
公
辺
御
下
知
書
留
一
巻
」
に
纏
め
ら
れ
て
あ
る
」
と
記
さ
れ
る
も
の
で
、
同
時
代
の
記

録
と
し
て
価
値
が
高
い
。
④
は
こ
の
『
書
留
』
を
参
照
し
た
上
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
富
安
の
業
績
全
体
の
顕
彰
を
目
的
と
す
る
論
考
で
あ
る

た
め
、
『
農
喩
」
刊
行
に
つ
い
て
は
省
略
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
『
書
留
』
と
そ
の
他
の
資
料
を
参
照
し
つ
つ
、
改
め

て
、
『
農
喩
」
刊
行
の
経
緯
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
『
書
留
』

の
編
輯
に
あ
た
っ
て
は
、
提
出
文
書
の
控
え
で
は
な
く
作
成
段
階
の
草
稿
が
参
照
さ
れ
た
等
の
事
情
が
あ
る
た
め
か
、
収

録
文
書
に
は
年
記
や
干
支
の
不
整
合
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
刊
行
ま
で
の
全
体
的
な
流
れ
を
確
認
し
た
上
で
、
い
く
つ
か
の
文
書
の
年
記
を

よ
り
麒
甑
が
少
な
い
と
考
え
る
も
の
に
修
正
し
た
一
案
を
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
ず
は
、
④
が
記
す
経
緯
を
三
ヶ
所
引
用
し
て
お
く
。
以
下
、
引
用
に
際
し
て
は
旬
読
点
を
補
い
、
改
行
位
置
を
示
し
た
ほ
う
が
良
い
と
み

ら
れ
る
場
合
は
、
／
に
て
そ
れ
を
示
す
。
ま
た
、
敬
意
の
改
行
と
閥
字
は
区
別
せ
ず
、

「
農
諭
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
闊
字
を
以
て
示
し
た
。
書
名
の
「
農
喩
」
は

図
…
…
雪
国
の
慣
習
と
し
て
冬
の
農
閑
期
に
は
温
い
地
方
に
出
稼
す
る
者
が
多
か
っ
た
が
、
オ
次
郎
も
年
々
常
陸
地
方
に
出
掛
け
た
。
或
年

才
次
郎
は
野
州
の
鈴
木
氏
の
著
し
た
農
喩
と
云
う
本
を
求
め
て
大
切
に
持
つ
て
帰
っ
た
。
氏
は
此
本
を
非
常
に
有
難
く
思
い
常
に
愛
読
し
て

座
右
か
ら
離
さ
ず
、
自
ら
そ
の
個
條
々
々
を
よ
く
守
り
家
内
一
同
協
カ
一
致
し
て
農
事
を
励
ん
だ
。

印
…
•
•
今
五
十
嵐
家
に
伝
つ
て
居
る
記
録
に
依
つ
て
施
本
の
種
類
梓
行
年
月
冊
数
費
用
を
述
べ
よ
う
。

（
「
二
、
翁
の
生
涯
」
よ
り
）
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勿
論
其
他
の
役
所
で
も
希
望
の
所
に
各
壼
冊
づ
、
配
布
し
た
。

一
、
農
喩
／
嘉
永
二
年
三
月
梓
行

七
円
十
五
銭

部
数
千
三
百
部
／
刊
行
費
用
金
拾
弐
円
四
十
六
銭
三
厘
／
参
円
五
十
銭

摺
代
並
冊
綴
代
／
弐
銭
五
厘

(
「
-
―
-
、
翁
の
施
板
事
業
」
よ
り
）

門
：
・
；
：
先
ず
出
版
に
先
立
つ
て
親
し
く
秋
山
氏
に
書
を
送
っ
て
刊
行
に
就
て
の
了
解
を
求
め
其
許
を
得
、
嘉
永
―
一
年
一
二
月
出
版
開
始
に
当
つ

て
は
、
完
了
後
御
蔵
入
の
村
々
役
人
に
配
本
致
し
度
旨
を
正
式
に
役
所
に
願
出
、
同
三
年
正
月
に
千
―
一
百
六
十
冊
（
総
刊
行
数
千
三
百
部
）

を
御
蔵
入
役
所
に
納
め
た
。
そ
し
て
御
蔵
入
村
は
村
の
大
小
に
か
、
わ
ら
ず
名
主
壼
名
を
一
冊
づ
＼
会
津
藩
領
に
は
御
代
官
所
御
用
場
は

（
「
三
、
翁
の
施
板
事
業
」
よ
り
）

7
の
後
に
は
、
『
農
喩
』
以
降
の
刊
行
書
物
に
つ
い
て
も
そ
の
費
用
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
記
述
の
も
と
と
な
っ
た
文

書
は
五
十
嵐
家
に
は
現
存
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
単
位
が
円
換
算
で
あ
る
一
方
、
部
数
等
は
『
書
留
』

の
記
載
に
合
致
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
『
書
留
』
や
他
の
文
書
を
も
と
に
近
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
文
書
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。
向
l

は
主
に
富
安
が
『
農
喩
』
に

付
し
た
跛
文
に
、
団
は
『
書
留
』
の
内
容
（
後
述
）
に
依
拠
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
資
料
一
】
文
政
―
-
（
一
八
一
九
）
年
刊
『
〈
万
民
／
教
訓
〉
穫
草
』
（
宜
十
嵐
家
蔵
）
に
存
す
る
識
語

三
此
文
、
文
政
十
三
寅
年
十
一
月
従
御
上
様
民
家
為
扶
被
仰
付
、
重
々
難
有
奉
感
服
、
壺
ケ
年
二
三
度
宛
之
拝
読
、
不
残
奉
承
知
候
。

紙
二
八
六

0
枚
代
／
参
円
七
十
八
銭
八
厘

原
本
代

（
後
補
表
紙
の
見
返
し
）

版
木
代
／
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『
穫
草
」

は
見
返
し
題
で
、
外
題
は
「
福
禄
寿
穫
岬
全
」
。
「
文
化
十
癸
酉
の
と
し
訴
流
斎
主
人
誌
」
の
序
を
有
す
る
教
訓
書
で
あ
る
。
見

返
し
に
は
「
訴
流
斎
蔵
」
と
あ
り
、
序
を
記
し
た
人
物
と
同
人
の
蔵
版
と
知
ら
れ
る
が
、
「
訴
流
斎
」
の
伝
を
詳
ら
か
に
し
な
い
。
団
一
に
よ
る
と
、

こ
の
書
物
は
当
初
、
「
御
蔵
入
御
役
所
」
か
ら
、
同
じ
く
南
山
御
蔵
入
地
の
「
大
谷
組
冑
中
村
」
の
「
名
主
二
瓶
弥
惣
右
衛
門
」
に
下
賜
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

国
国
に
見
え
る
と
お
り
、

こ
の
書
物
は
折
々
に
「
拝
読
」
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
個
々
の
営
み
と
し
て
の
読
書
だ
け

で
は
あ
る
ま
い
。
会
津
藩
医
石
田
玄
竜
が
著
し
た
教
訓
書
『
万
民
心
の
か
が
み
』
（
嘉
永
七
年
刊
、
「
善
行
」
と
「
悪
行
」
の
二
巻
二
冊
）
の
「
善

行
」
に
「
か
ね
人
＼
り
町
麟
よ
り
年
叫
犀
ニ
エ
[
{
の
記
ば
下
り
て
、
ひ
酎
耐
i

つ
ど
も
を
印
冗
ば
の
酎
に
国
船
め
、
心
ふ

□

瞬
ど
も
を
印
字
叩
す
る
記

つ
ね

l
＼

り

や

う

し

ゅ

む

ら

お

さ

せ

ん

じ

す

A

め

あ

く

じ

こ

ら

あ
り
」
（
次
丁
に
図
あ
り
）
、
ま
た
「
悪
行
」
に
「
常
々
領
主
よ
り
村
長
（
「
村
長
」
左
に
傍
訓
「
な
ぬ
し
」
）
を
し
て
善
事
を
勧
、
悪
事
を
懲

す
御
教
導
、
掟
箇
條
の
よ
み
聞
、
度
々
あ
れ
ど
も
」
と
あ
る
よ
う
に
、

の
で
あ
る
。
そ
の
周
知
の
場
に
は
富
安
も
当
然
居
合
わ
せ
た
は
ず
で
、
有
意
な
知
識
と
倫
理
規
範
の
共
有
が
自
身
を
取
り
巻
く
社
会
の
中
で
大

き
な
意
義
を
持
つ
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
書
物
刊
行
を
志
す
契
機
は
こ
の
辺
り
に
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

天
保
改
元
成
寅
十
二
月
渡
リ

名
王
二
瓶
弥
惣
右
衛
門
手
元
へ

団
右
者
、
此
書
文
政
十
三
寅
十
二
月
御
蔵
入
徹
御
役
所
御
下
／
被
遊
候
。
当
年
之
春
登
度
宛
之
拝
読
可
被
成
候
。
且
ノ
此
書
之
義
者
、
何
方
イ

参
リ
候
共
、
拝
読
之
後
ハ
私
宅
イ
御
返
シ
被
下
度
奉
希
候
。
以
上

返

団
右
此
本
者
、
御
役
所
方
相
渡
リ
候
間
、
何
方
へ
参
候
共
、
私
方
江
御
皆
／
可
被
下
候
。
以
上

文
政
十
三
年

大
谷
組
冑
中
村

こ
れ
ら
の
書
物
は
、

（
原
装
の
裏
表
紙
）

（
後
補
表
紙
の
後
見
返
し
）

時
に
多
く
の
人
々
の
前
で
音
読
、

周
知
さ
れ
た
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／
會
津
大
沼
郡
金
山
谷
郷
大
谷
村
／
農
夫

な
お
、
こ
の
『
擾
草
』
に
富
安
が
親
し
く
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
確
証
が
な
い
。
蘊
笞
十
』
本
文
の
一
部
は
、
富
安
が
『
農
喩
』

『
子
孫
繁
昌
手
引
草
』

の
嘉
永
四
年
八
月
付
の
序
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
辺
り
が
下
限
と
な
る
が
、
本
文

と
同
じ
料
紙
を
用
い
た
表
紙
に
、
子
持
枠
に
収
め
た
外
題
を
そ
の
ま
ま
刷
る
と
い
う
云
年
早
』

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
富
安
や
そ
の
助
力
者
が
、
『
擾
草
』
を
、
『
農
喩
]
刊
行
の
モ
デ
ル
の
一
っ
と
し
た
と
す
る
見
方
も
あ
な
が
ち
不
可
能
で
は
な

【
資
料
―
-
】
富
安
版
『
農
喩
』
祓
文
（
拙
蔵
本
）

…
・
：
豊
年
に
凶
年
の
こ
と
を
忘
れ
す
、
か
ね
て
凶
年
の
備
を
な
し
置
へ
き
そ
か
し
。
其
中
に
も
大
根
の
葉
か
ふ
の
葉
を
は
秋
こ
と
に
あ
み
つ
け

て
さ
け
お
き
、
春
―
一
月
の
未
に
お
ろ
し
て
た
わ
ら
仄
の
た
く
ひ
に
い
れ
置
、
高
き
所
に
あ
け
お
く
へ
し
。
幾
年
過
て
も
か
は
る
こ
と
な
し
。
天

保
七
申
の
と
し
右
の
如
く
に
し
て
た
く
は
へ
置
し
人
の
あ
り
し
か
、
ち
か
き
親
る
い
縁
者
に
ほ
と
こ
し
、
余
り
を
う
り
て
金
三
両
余
手
に
入
り

し
こ
と
の
あ
り
し
と
き
け
り
。
常
に
す
た
る
へ
き
を
す
て
す
、
心
に
か
け
て
か
く
な
し
お
か
は
、
人
う
ゑ
た
る
を
す
く
ふ
一
助
と
も
な
り
ぬ
ヘ

し
。
百
善
も
一
善
よ
り
お
こ
り
、
わ
っ
か
の
ち
り
ほ
こ
り
も
つ
も
れ
は
山
と
な
る
も
の
そ
と
古
老
た
ち
も
い
ひ
置
玉
へ
り
。
お
の
れ
常
に
こ
の

こ
と
を
心
に
か
け
て
、

い
か
に
も
し
て
家
も
守
り
、
若
き
人
々
に
も
教
へ
な
ん
と
思
へ
と
、

思
ふ
お
り
に
、
黒
羽
に
て
も
の
せ
ら
れ
し
を
水
戸
に
て
板
に
ゑ
ら
れ
た
る
農
諭
と
い
ふ
書
を
み
て
い
と
た
ふ
と
く
覚
へ
て
、
是
を
又
二
度
板
に

ゑ
り
て
村
こ
と
に
ほ
と
こ
し
置
な
は
、
お
の
か
ね
か
ひ
た
り
ぬ
へ
し
と
其
思
ひ
よ
り
し
ひ
と
こ
と
を
、
巻
の
し
り
へ
に
い
さ
:
か
し
る
し
つ
。

嘉
永
―
―
一
年
戌
ノ
ニ
月

い
か
も
し
れ
な
い
。

の
後
に
刊
行
し
た

五
十
嵐
氏
富
安

の
装
丁
は
、
富
安
版
『
農
喩
』
も
受
け
継
ぐ
と

み
の
つ
た
な
け
れ
は
い
か
に
し
て
か
よ
か
ら
ん
と

先
学
の
分
析
が
存
す
る
と
お
り
、
天
保
七
(
-
八
三
六
）
年
の
飢
饉
の
折
の
伝
承
を
踏
ま
え
、
凶
作
へ
の
備
え
を
怠
ら
ぬ
心
構
え
を
「
若
き
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は
変
更
を
加
え
て
い
な
い
。

人
々
」
に
も
喚
起
す
べ
く
『
農
喩
』
刊
行
を
志
し
た
旨
を
記
し
て
い
る
。
天
保
七
年
に
は
富
安
二
五
歳
、
な
お
養
家
の
家
運
回
復
に
努
め
て
い

た
時
期
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
践
文
を
も
の
し
た
嘉
永
一
二
年
に
は
三
九
歳
で
あ
る
。

【
資
料
三
】
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候
（
『
書
留
』
所
収
）

南
山
御
蔵
入
之
儀
者
御
上
様
御
代
々
厚
御
仁
徳
二
依
而
、
御
百
姓
相
続
罷
在
御
重
恩
之
程
難
有
奉
感
服
、
一
流
農
業
出
情
仕
、
去
ル
天
保
四

巳
年
方
度
々
凶
作
打
続
候
得
共
、
国
二
餓
寒
も
の
無
御
座
、
連
綿
と
取
続
近
年
豊
作
二
相
成
、
農
民
豊
親
養
ひ
妻
子
を
励
候
事
、
誠
二
泰
平
之
御

代
御
仁
政
難
有
奉
仰
候
二
付
而
も
、
野
州
鈴
木
氏
顕
給
ふ
農
喩
壱
巻
、
農
民
為
喩
、
御
領
中
江
被
相
渡
候
由
伝
承
候
間
、
難
有
書
卜
聞
及
、
私

儀
拾
ヶ
年
以
前
、
漸
々
年
寄
之
も
の
相
頼
申
受
ヶ
条
之
趣
難
有
奉
拝
借
、
耕
作

1

一
生
出
、
穀
食
ヲ
頂
戴
ス
ル
事
之
貴
を
存
、
豊
年
二
餓
飢
患
ひ
有
事
を

家
内
江
喩
、
農
業
大
切
二
相
守
、
万
一
凶
作
等
有
之
候
節
、
一
流
飢
鍋
之
難
渋
無
御
座
、
他
人
江
も
為
農
喩
之
書
施
し
申
度
心
願
二
罷
在
候
得
共
、

農
業
一
日
間
無
御
座
、
御
百
姓
之
身
上
、
自
力
二
不
及
行
捨
置
候
得
共
、
右
書
難
有
段
、
御
郡
中
一
流
直
付
届
候
様
仕
度
数
年
之
心
願
不
得
止
事
、

乍
恐
奉
申
上
候
。
何
卒
厚
以
御
尊
慮
御
私
領
御
蔵
入
御
郡
中
村
々
江
、
壱
巻
つ
A

御
渡
被
成
下
置
度
奉
願
上
候
。
右
御
願
申
上
候
二
付
而
者
、

微
力
之
私
候
得
共
、
板
行
発
御
費
ひ
之
端
し
一
も
御
用
ぶ
恢
成
下
置
度
、
金
一
二
両
―
―
万
年
二
寸
志
上
納
仕
度
奉
存
候
間
、
深
々
御
汲
訳
被
下
置
、
村
々

役
人
中
へ
御
喩
御
渡
被
成
下
置
候
ハ
、
、
数
年
之
志
願
相
叶
、
重
々
難
有
仕
合
奉
存
候
。
以
上

嘉
永
―
一
年
酉
三
月

御
蔵
入
御
役
所

大
谷
組
大
谷
村
百
姓

右
の
【
資
料
―
―
-
】
か
ら
こ
の
後
の
【
資
料
七
】
ま
で
は
『
書
留
』
に
収
録
の
文
書
で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
で
抄
出
し
て
示
す
が
、
掲
載
順
に

才
治
郎
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亥
―
一
月

大
谷
村
オ
治
郎

【資料――-】

の
前
半
に
は
、
領
内
に
『
農
喩
』
が
配
布
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
及
び
、
十
年
ほ
ど
前
に
読
む
機
会
を
得
た
富
安
が
、
そ
の
教
え

を
守
っ
て
飢
饉
に
備
え
て
農
業
に
勤
し
ん
で
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
⑨
に
お
い
て
も
、
秋
山
版
『
農
喩
』
が
各
地
で
ま
と
ま
っ
て
配
布
さ
れ

て
い
た
事
実
が
記
さ
れ
る
が
、
南
山
御
蔵
入
地
域
で
も
同
様
の
措
置
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
半
で
は
「
数
年
之
心
願
」
と
し
て
、
『
農
喩
』

を
御
蔵
入
の
村
々
に
一
冊
ず
つ
配
布
す
る
こ
と
を
願
い
、
刊
行
費
用
の
一
部
と
し
て
三
年
間
、
侮
年
三
両
を
上
納
す
る
旨
を
申
し
出
て
い
る
。

な
お
、
『
書
留
』
に
は
、
こ
の
文
書
の
次
に
「
大
谷
組
大
谷
村
名
主
治
右
衛
門
」
名
に
よ
り
添
え
ら
れ
た
同
年
同
月
の
文
書
が
あ
り
、
「
別
紙

奉
願
上
候
志
願
之
趣
、
御
郡
中
一
流
へ
行
届
候
様
、
被
仰
付
被
下
置
度
、
深
々
奉
願
上
候
。
以
上
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。

【
資
料
四
】
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
（
『
書
留
』
所
収
）

農
諭
と
申
書
物
開
板
い
た
し
奉
差
上
候
処
、
再
刻
之
義
者
、
先
方
へ
向
合
故
、
障
無
之
候
而
者
、
開
板
等
不
相
成
義
之
趣
、
御
尋
被
仰
聞
、
右

ハ
水
戸
御
家
中
秋
山
源
三
郎
様
方
所
望
仕
候
処
、
私
申
上
候
ハ
、
百
姓
共
心
得
ー
一
相
成
候
書
物
二
御
座
候
間
、
村
々
江
施
し
申
度
奉
存
候
処
、
多

分
之
義
二
て
不
行
及
、
開
板
仕
度
旨
申
上
候
得
者
、
奇
特
成
義
、
拙
者
も
当
領
分
中
へ
施
し
候
義
二
有
之
、
勿
論
亡
父
之
勤
中
、
開
板
い
た
し

候
義
に
も
候
間
、
勝
手
ー
一
致
候
様
被
仰
聞
候
義
二
御
座
候
。
初
而
、
開
板
之
義
、
奉
願
上
候
。
右
御
尋
ね
二
付
、
奉
申
上
候
。
以
上
。

御
蔵
入
御
役
所

富
安
の
『
農
喩
』
再
刻
の
請
願
に
対
し
、
御
蔵
入
役
所
側
で
は
、
原
板
の
版
権
保
持
者
の
意
向
を
確
認
す
る
必
要
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
障

無
之
候
而
者
、
開
板
等
不
相
成
義
之
趣
」
を
富
安
に
伝
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
富
安
は
、
水
戸
藩
士
秋
山
源
三
郎
よ
り
、
「
奇
特
成
義
」
で
あ

り
自
身
や
亡
父
（
盛
恭
で
あ
ろ
う
）
も
水
戸
領
内
に
頒
布
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
「
勝
手
二
致
候
様
」
と
の
意
向
を
受
け
て
い
る
旨
を
記
し
て
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名
代
三
名
の
連
名
で
、
「
勘
定
所
」
に
対
し
、
「
御
預
所
」
（
南
山
御
蔵
入
地
）
と
「
私
領
」
（
会
津
藩
領
）

◆口押
一字切
郎§

御
取
箇
印

書
面
農
諭
書
之
義
勝
手
次
第
相
渡
尤

一

部

学

問

所

江

可

被

相

納

候

押

切

御
付
札
御
下
知

御
勘
定
所

亥
十
月

御

名

代

渡

部

同
答
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
文
書
の
年
記
は
、
記
載
通
り
の
「
亥
」
年
な
ら
ば
嘉
永
四
年
二
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

御
預
所
百
姓
農
諭
と
申
書
物
施
板
之
義
二
付
伺
書

御
預
所
奥
州
大
沼
郡
大
谷
村
百
姓
才
治
郎
と
申
も
の
、
年
々
冬
中
口
稼
と
し
て
常
州
辺
江
罷
出
候
処
、
農
諭
と
申
書
物
所
望
い
た
し
罷
帰
候
間
、

右
書
物
江
末
文
を
な
し
開
板
仕
、
御
預
方
江
差
出
、
御
預
所
並
私
領
村
々
江
御
渡
被
下
度
旨
、
願
出
申
候
処
、
右
者
農
民
心
得
方
相
認
外
二
差
障
候

義
も
相
見
不
申
、
奇
特
成
義
二
御
座
候
間
、
願
之
通
、
村
々
江
相
渡
可
然
哉
。
別
冊
相
添
此
段
奉
伺
候
。
以
上
。

平
助
／
楡
井

【
資
料
五
】
奥
州
大
沼
郡
大
谷
村
オ
治
郎
と
申
者
、
農
諭
之
書
施
板
之
義
ー
一
付
公
辺
江

伺
書
御
下
知
済
写

丈
之
助
／
鈴
木

へ
の
『
農
喩
』
配
布
の
可
否
を
諮

佐
兵
衛
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も
い
ず
れ
か
が
誤
記
で
あ
る
。

一
千
弐
百
六
拾
冊

っ
た
文
書
で
あ
る
。
―
―
―
名
の
う
ち
「
楡
井
丈
之
助
」
と
「
鈴
木
佐
兵
衛
」
は
当
該
期
の
田
島
陣
屋
詰
代
官
格
と
し
て
名
前
が
見
え
る
。
南
山

御
蔵
入
地
は
、
弘
化
四
(
-
八
四
七
）
年
に
幕
府
の
直
支
配
か
ら
会
津
藩
預
か
り
支
配
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
勘
定
所
」
は
会
津
藩

の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
「
別
冊
相
添
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
に
板
木
が
完
成
し
、
刷
本
も
何
部
か
作
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
伺
い

の
後
に
は
、
学
問
所
ヘ
一
部
納
め
る
こ
と
を
条
件
に
配
布
を
許
可
す
る
旨
の
付
け
札
も
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
「
亥
」
年
な
の
で
、
嘉
永
四

年
十
月
で
あ
る
。

【
資
料
六
】
嘉
永
一
云
一
年
亥
正
月
御
蔵
入
御
役
所
江
農
諭
相
納
候
覚
（
『
書
留
』
所
収
）

但
、
御
蔵
入
村
々
江
は
名
主
壱
人
二
壱
巻
つ
ヽ
、
大
小
之
村
々
へ
不
残
相
渡
被
下
候
。
／
御
私
領
之
義
は

二
月
御
渡
相
成
、
御
代
官
所
御
用
備
御
望
二
付
、
御
渡
二
被
下
置
、
其
外
諸
御
役
所
二
而
御
望
有
之
壱
巻
弐
巻
宛
御
渡
被
下
置
、
誠
ー
一
難
有

仕
合
奉
存
候
。

こ
う
し
て
、
配
布
の
許
可
を
得
た
富
安
版
『
農
喩
』

公
辺
御
下
知
一
一
相
成
、
当
子
閏

―
二
六
0
冊
は
御
蔵
入
役
所
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
御
蔵
入
地
で
は
名
主
一

名
に
つ
き
一
冊
を
全
て
の
村
々
へ
の
配
布
さ
れ
る
よ
う
手
配
さ
れ
た
。
ま
た
、
御
私
領
分
は
「
当
子
閏
―
一
月
」
に
渡
す
段
取
り
に
な
っ
て
い
る

旨
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
前
後
に
閏
―
一
月
が
あ
る
の
は
嘉
永
五
年
子
年
だ
け
な
の
で
、
「
御
私
領
之
義
は
」
以
下
の
顛
末
は
後
日
に
追
記
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
右
に
記
し
た
通
り
「
亥
」
は
嘉
永
四
年
で
あ
る
た
め
、
「
嘉
永
三
年
亥
正
月
」
の
年
記
は
、
年
数
か
干
支
の
少
な
く
と
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通
連
続
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

嘉
永
五
年
子
十
一
月

【
資
料
七
】
乍
恐
以
書
附
御
披
露
奉
申
上
候
（
『
書
留
」
所
収
）

…
…
去
々
年
中
オ
治
郎
奉
申
上
候
通
、
水
戸
様
御
家
中
二
而
御
撰
被
遊
農
諭
之
御
教
書
、
御
国
内
へ
御
渡
被
成
候
趣
伝
承
り
、
数
年
彼
地
江
雪
中

木
伐
リ
励
罷
越
候
。
…
中
略
…
右
之
御
教
書
一
流
へ
相
広
メ
申
度
心
願
発
、
数
年
心
掛
罷
在
候
得
共
、
微
力
之
身
分
難
行
届
、
差
担
居
候
処
、

身
体
不
得
止
存
意
之
趣
、
去
々
年
中
奉
申
上
御
聞
済
二
相
成
、
去
ル
十
月
下
旬
水
戸
御
家
中
秋
山
源
三
郎
様
と
申
御
方
罷
出
、
板
形
御
拝
借
仕

度
奉
願
候
所
不
相
叶
、
遠
路
参
り
候
段
奇
特
二
被
思
召
、
極
下
直
二
被
成
下
置
、
壱
冊
百
文
つ
＼
一
而
五
拾
冊
申
受
、
帰
国
算
用
仕
候
へ
は
、
御
郡

中
一
流
へ
差
配
候
ニ
ハ
、
不
容
易
高
金
二
相
成
候
二
付
、
手
丈
ヶ
難
相
及
候
処
、
宿
松
下
利
兵
衛
町
方
所
聞
合
呉
候
処
、
七
日
町
菊
地
庄
左
衛
門
善

行
同
様
之
義
二
付
、
格
別
之
働
キ
以
下
直
二
再
形
仕
上
迄
引
受
情
々
致
呉
候
所
、
去
年
中
、
右
板
形
出
来
、
数
百
巻
奉
献
納
、
御
領
所
御
私
領
郡

中
江
御
渡
被
下
置
候
段
、
実
ー
一
オ
治
郎
昼
夜
不
厭
農
業
専
二
励
ミ
御
百
姓
相
続
方
及
善
行
之
心
発
相
止
候
故
、
数
年
之
願
望
行
届
、
御
郡
中
へ
御
広

メ
被
成
下
置
候
様
罷
成
、
其
余
、
子
孫
繁
昌
手
引
草
卜
名
付
、
産
子
を
間
引
候
義
を
深
く
禁
し
候
書
物
寄
々
数
百
巻
相
施
、
誠
ー
一
家
内
之
和
合
オ

治
郎
一
身
並
女
房
貞
実
故
之
義
ハ
古
今
承
り
不
及
、
稀
成
行
状
之
者
二
御
座
候
間
…
中
略
…
乍
恐
厚
被
為
加
御
仁
政
御
賞
被
成
下
置
度
、
奉

願
上
。
左
候
へ
は
、
自
村
ハ
勿
論
郷
中
一
流
之
亀
鑑
二
茂
罷
成
、
私
共
二
お
ゐ
て
重
々
難
有
仕
合
奉
存
候
。
以
上
。

大
谷
組
大
谷
村
百
姓
代
伊
右
衛
門
／
組
頭
孝
治
郎
／
名
主
二
瓶
治
右
衛
門

御
蔵
入
御
役
所

こ
の
文
書
は
、
字
旬
の
小
異
等
は
あ
る
も
の
の
、
三
島
町
史
編
さ
ん
室
（
二

0
一
八
）
所
引
の
「
嘉
永
五
年
十
一
月
大
谷
村
オ
次
郎
篤
農

ニ
付
御
祢
願
書
」
（
八

0
三
頁
）
と
同
内
容
で
あ
る
。
『
農
喩
』
の
配
布
後
、
百
姓
代
以
下
三
名
が
連
名
で
富
安
の
こ
れ
ま
で
の
各
種
の
善
行
を

御
蔵
入
役
所
に
報
告
し
、
顕
彰
を
請
願
す
る
文
書
で
、
『
書
留
』
に
は
同
じ
年
記
で
請
願
者
を
異
に
す
る
同
趣
旨
の
文
書
が
こ
れ
を
含
め
て
三
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一
金
七
両

富
安
の
上
州
で
の
仕
事
が
「
雪
中
木
伐
リ
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
富
安
は
当
初
秋
山
家
か
ら
『
農
喩
』
の
板
木
を
借
用
し
よ
う
と
し
て
断
ら
れ

(10) 

て
い
た
こ
と
、
会
津
で
の
刊
行
は
、
田
島
の
松
下
利
兵
衛
の
手
配
で
会
津
暦
の
版
元
の
ひ
と
つ
で
あ
る
菊
地
庄
左
衛
門
が
請
け
負
っ
た
こ
と
、

富
安
の
二
冊
目
の
刊
行
書
で
あ
る
『
子
孫
繁
昌
手
引
草
』
が
嘉
永
五
年
十
一
月
の
段
階
で
印
施
が
済
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
【
資
料
四
】
か
ら
【
資
料
六
】

の
年
記
を
め
ぐ
っ
て
、
改
め
て
時
系
列
上
の
整
理
を
行
っ
て
お
こ
う
。
先
の
口
亡
引
用
し
た
通
り
、

松
枝
氏
は
「
同
一
一
一
年
正
月
に
千
二
百
六
十
冊
（
総
刊
行
数
千
一
三
日
部
）
を
御
蔵
入
役
所
に
納
め
た
」
と
し
て
い
る
の
で
、
【
資
料
六
】
の
年
記

の
年
数
で
は
な
く
干
支
が
誤
っ
て
い
る
（
「
亥
」
で
は
な
く
「
戌
」
が
正
し
い
）
と
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
を
採
る
と

ま
ず
、
富
安
版
『
農
喩
』
践
文
の
年
記
は
「
嘉
永
三
年
戌
ノ
ニ
月
」
で
あ
っ
た
。
と
す
る
と
序
文
の
年
記
の
一
ヶ
月
前
に
一
千
二
百
冊
余
が

完
成
し
、
御
蔵
入
役
所
に
献
納
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
『
書
留
』
に
収
録
の
文
書
は
、
『
農
喩
』
印
施
の
発
願
か
ら
刊
行
の
許

可
願
、
さ
ら
に
配
布
の
許
可
願
、
納
本
か
ら
配
布
の
実
現
へ
と
、
進
捗
の
段
階
を
追
っ
て
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
最
終
段
階
の
納

本
を
伝
え
る
【
資
料
六
】
が
嘉
永
―
―
一
年
戌
で
、
『
農
喩
』
再
刻
に
支
障
が
な
い
旨
を
伝
え
る
【
資
料
四
】
や
、
配
布
の
許
可
を
伝
え
る
【
資
料
五
】

が
翌
年
の
嘉
永
四
年
亥
と
い
う
の
は
や
や
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
【
資
料
六
】
か
ら
、
御
私
領
へ
の
配
布
完
了
が
嘉
永
五

年
閏
―
一
月
だ
と
す
る
と
、
富
安
の
『
農
喩
]
は
‘
嘉
永
―
―
一
年
正
月
の
納
本
か
ら
二
年
間
も
留
め
置
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
諸
点
を
無

理
な
く
解
釈
す
る
た
め
、
『
書
留
』
収
録
文
書
以
外
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。

【
資
料
八
】
「
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候
」
（
福
島
県
歴
史
資
料
館
庄
司
家
文
書
I
I
(
1
7
1
2
)
)

才
治
郎

右
者
当
村
百
姓
才
治
郎
儀
去
酉
五
月
中
、
農
諭
之
書
御
郡
中
ょ
再
板
被
成
下
置
、
村
々
江
御
渡
被
下
度
段
、
御
願
之
趣
委
細
奉
言
上
候
処
、
板

や
や
不
自
然
な
点
が
生
ず
る
。

大
谷
組
大
谷
村
願
人



五十嵐富安による『農喩』再板をめぐって (38)179 

右
願
奉
差
上
候
処
、
早
速
願
之
通
、
社
倉
金
ヲ
以
被
仰
付
、
初
弐
割
之
利
二
而
五
カ
年
賦
被
仰
付
、
難
有
奉
拝
借
候

御
蔵
入
御
役
所

付
被
下
置
度
奉
願
上
候
。
尤
御
返
納
之
義
ハ
当
暮
方
五
ヶ
年
賦
上
納
仕
候
様
、
被
成
下
置
度
奉
存
候
。
其
餘
相
掛
り
候
分
ハ
、

少
も
不
奉
懸
御
労
儀
、
丹
誠
仕
、
当
七
月
迄
二
不
残
相
調
奉
献
納
度
願
意
二
御
座
候
間
、
幾
重
二
も
以
御
賢
計
急
速
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願

上
候
。
左
候
へ
者
、
紙
買
入
並
板
行
摺
立
等
万
事
行
届
、
数
年
心
願
成
就
仕
、
重
々
難
有
仕
合
二
奉
存
候
以
上

大
谷
組
大
谷
村
願
人
オ
治
郎

百
姓
代
伊
左
衛
門
／
組
頭
孝
治
郎
／
名
主

戌

二
月

二
瓶
治
右
衛
門

行
新
二
被
成
下
候
而
者
、
多
分
御
費
二
罷
成
、
御
時
節
柄
恐
多
奉
存
候
―
―
付
、
右
書
被
摺
出
候
板
元
水
戸
御
家
中
之
由
承
り
候
間
、
板
行
拝
借
仕
度
、

去
十
一
月
彼
地
ぇ
罷
越
、
大
山
田
村
矢
内
長
一
二
郎
と
申
者
世
話
ヲ
以
、
御
伺
奉
申
上
候
処
、
秋
山
源
三
郎
様
と
申
御
仁
二
被
為
在
、
御
願
之
趣
申
上
、

板
行
御
拝
借
奉
願
候
得
共
、
今
二
御
領
国
及
遠
国
御
領
主
並
御
料
所
御
代
官
所
等
江
折
々
望
有
之
、
貸
渡
遣
候
義
者
難
被
成
旨
、
被
仰
下
候
間
、

下
直
任
上
ヶ
申
受
度
段
奉
願
候
処
、
壱
冊
百
文
方
外
よ
女
御
仕
上
不
相
成
。
其
節
有
合
候
分
漸
々
拾
冊
申
受
、
跡
当
四
月
迄
二
都
合
五
拾
冊
注

文
仕
、
去
十
二
月
相
調
候
跡
ハ
、
自
村
之
者
彼
地
一
一
励
ミ
参
居
候
間
、
帰
国
之
節
持
参
致
候
筈
相
頼
置
罷
帰
り
候
節
、
当
町
宿
松
下
利
兵
衛
殿
江
ヽ

此
書
再
板
仕
、
御
私
領
、
御
蔵
入
両
郡
村
々
不
残
御
渡
二
相
成
候
様
致
度
旨
、
咄
仕
候
処
、
早
速
、
七
日
町
菊
地
庄
左
衛
門
方
へ
厚
談
事
筈
候

処
、
文
字
書
写
再
板
仕
上
迄
、
極
下
直
圧
、
金
弐
両
三
分
三
朱
二
而
出
来
候
筈
、
初
而
内
金
三
分
相
渡
、
当
四
月
下
旬
迄
二
出
来
二
相
成
候
処
、

両
郡
中
村
別
大
凡
千
ヶ
村
余
二
可
相
成
、
右
重
板
彫
賃
並
紙
代
外
一
ー
五
拾
冊
、
と
も
ニ
ハ
拾
両
余
も
相
懸
可
申
儀
二
御
座
候
処
、
兼
而
奉
申
上
候
通
、

微
力
之
者
二
候
得
者
、
一
旦
二
金
子
調
達
相
及
兼
候
二
付
、
乍
恐
小
児
養
育
御
備
金
之
内
御
拝
借
奉
願
上
候
。
何
卒
厚
以

御
慈
悲
金
七
両
被
仰

一
己
才
覚
ヲ
以
、
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【
資
料
九
】
富
安
版
『
農
喩
」
（
福
島
県
歴
史
資
料
館
皆
川
欣
也
家
文
書

(
1
2
5
9
)
)

表
紙
記
載
識
語

嘉
永
四
年
亥
―
一
月
御
蔵
入
御
役
所
方
村
々
江
一
冊
つ
、
被
下
候
也

嘉
永
四
年
亥
―
一
月
田
子
倉
村
名
主
喜
右
衛
門

只
見
町
の
皆
川
欣
也
家
文
書
は
、
南
山
御
蔵
入
地
の
田
子
倉
村
の
名
主
を
勤
め
た
皆
川
家
に
受
け
継
が
れ
た
文
書
群
で
あ
る
が
、
同
文
書
の

富
安
版
「
農
喩
』
に
は
、
嘉
永
四
年
二
月
に
御
蔵
入
役
所
か
ら
配
布
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永
一
二
年
の
下
半
期
に
版
刻
と
刷
本
が
完

成
し
た
『
農
喩
』
は
、
翌
嘉
永
四
年
正
月
に
献
納
さ
れ
、
同
年
二
月
に
御
蔵
入
地
の
名
主
等
に
配
布
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

に
相
応
ず
る
の
が
【
資
料
九
】

で
あ
る
。

に
進
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
『
農
喩
』

【
資
料
七
】
に
見
え
る
と
お
り
、
富
安
は
当
初
、
費
用
を
抑
え
る
た
め
に
板
木
を
水
戸
か
ら
借
り
受
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ

は
水
戸
描
領
内
外
で
の
増
刷
依
頼
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
断
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
版
刻
費
用
と
「
千
ヶ
村
余
」
へ
の
配
布
に
応
ず
る

冊
数
の
紙
代
、
さ
ら
に
当
初
に
秋
山
源
三
郎
か
ら
購
入
し
た
五

0
冊
の
代
金
を
含
め
た
費
用
の
総
額
は
一

0
両
余
に
達
し
、
富
安
が
一
時
に
支

払
え
る
額
を
優
に
越
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
「
小
児
養
育
御
備
金
」
か
ら
七
両
の
借
金
を
申
し
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
文
書
末
に
は
、
御
蔵
入

役
所
が
「
早
速
願
之
通
、
社
倉
金
ヲ
以
被
仰
付
」
、
五
年
返
済
の
条
件
で
貸
し
出
し
を
許
可
し
た
3

日
が
、
加
筆
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
書
の
年
記
は
「
戌
」

(11
嘉
永
三
年
）

の
三
月
。
資
金
の
不
足
が
な
け
れ
ば
「
当
四
月
下
旬
」

(11
嘉
永
―
―
一
年
四
月
下
旬
）
「
迄
二
出

来
ー
一
相
成
候
処
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
首
尾
良
く
こ
こ
で
資
金
の
調
達
が
叶
え
ば
、
他
の
諸
々
の
不
足
分
は
「
一
已
才
覚
ヲ
以
」
、
こ
れ
以

上
の
支
援
を
受
け
ず
に
「
当
七
月
迄
ー
一
不
残
相
調
」
て
献
納
す
る
所
存
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
い
か
に
裁
許
が
「
早
速
願
之
通
」

1
0
0
0
部
以
上
の
刷
り
上
が
り
完
成
は
、
嘉
永
―
―
一
年
の
下
半
期
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
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四
ま
と
め

嘉
永
―
一
年
酉

嘉
永
―
―
一
年
戌

嘉
永
三
年
戌

嘉
永
―
―
一
年
戌

嘉
永
四
年
亥

嘉
永
四
年
亥

嘉
永
五
年
子
閏
二
月

嘉
永
五
年
子
十
一
月
―一月

御
蔵
入
地
各
村
ヘ
一
冊
ず
つ
配
布
。
田
子
倉
村
名
主
喜
右
衛
門
が
受
納
【
資
料
九
】

村
の
三
役
等
が
富
安
の
業
績
に
対
す
る
顕
彰
を
請
願
【
資
料
七
】

御
私
領
各
村
ヘ
一
冊
ず
つ
配
布
。
【
資
料
六
】

正
月
『
農
喩
』

十
月
――一月
二
月

嘉
永
一
一
年
酉
十
一
月
三
月

ね
て
説
明
【
資
料
四
；
年
記
を
「
亥
」
か
ら
「
戌
」
へ
修
正
】

刊
行
費
用
の
不
足
分
七
両
の
借
用
願
書
を
提
出
。
早
々
に
許
可
さ
れ
る
【
資
料
八
】

の
年
記
を
修
正
し

以
上
を
勘
案
し
、
現
時
点
で
は
、
次
の
時
系
列
で
刊
行
か
ら
配
布
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
『
書
留
』
収
録
の
文
書
が
時

系
列
に
沿
っ
て
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
の
も
と
、
関
係
の
文
書
を
参
看
し
つ
つ
、
【
資
料
四
】
【
資
料
五
】
【
資
料
六
】

た
上
で
の
解
釈
で
あ
る
。
御
蔵
入
役
所
側
の
文
書
の
存
否
を
確
認
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
賢
し
ら
な
改
悪
を
行
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

よ
り
矛
盾
が
少
な
い
解
釈
を
な
お
重
ね
て
考
え
て
い
き
た
い
。

御
蔵
入
役
所
に
『
農
喩
』
配
布
に
か
か
る
願
書
を
提
出
【
資
料
―
―
-
】

版
権
を
持
つ
秋
山
源
三
郎
に
板
木
借
用
を
依
頼
。
不
調
に
終
わ
る
が
、
五

0
部
を
安
価
で
購
入
【
資
料
七
・
八
】

富
安
版
『
農
喩
』
跛
文
の
年
記
【
資
料
二
】
。
再
板
に
か
か
る
版
権
上
の
差
し
障
り
が
な
い
旨
を
御
蔵
入
役
所
へ
重

田
島
陣
屋
詰
代
官
が
『
農
喩
』
配
布
の
可
否
を
勘
定
所
へ
照
会
【
資
料
五
こ
年
記
を
「
亥
」
か
ら
「
戌
」
へ
修
正
】

――

1
0
0
冊
余
を
御
蔵
入
役
所
へ
献
納
【
資
料
六
；
年
記
を
「
三
」
か
ら
「
四
」
へ
修
正
】
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『
農
喩
』
を
は
じ
め
、
富
安
版
に
は
地
域
の
言
語
が
反
映
し
て
い
る
場
合
が
存
す
る
。
右
で
確
認
し
た
『
農
喩
』
刊
行
の
経
緯
が
、
富
安
版

に
見
え
る
地
域
性
の
反
映
と
い
か
な
る
関
係
を
持
つ
の
か
、
稿
を
改
め
て
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

（注）
(
1
)
富
安
の
幕
末
期
の
経
済
状
況
は
、
三
島
町
史
編
さ
ん
室
（
―

I
O
I
八
）
所
収
の
「
安
政
二
年
三
月
大
谷
村
戸
前
強
弱
書
上
帳
」
（
三
五
七
頁
）
他
に
よ

っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
『
会
津
史
談
会
講
演
集
第
一
一
集
』
（
会
津
史
談
会
、
一
九
四
九
）
の
「
五
十
嵐
富
安
伝
（
昭
和
二
十
四
年
八
月
一
―
十
一
日
会
津
史
談
会
席
上
）
」
は
、
こ

の
論
考
と
同
内
容
で
あ
る
。

(3)
こ
の
「
上
下
御
用
捨
」
に
関
す
る
記
述
は
、
明
治
三
二
(
-
八
九
九
）
年
に
秋
庭
孤
峰
氏
が
ま
と
め
た
『
五
十
嵐
富
安
翁
行
績
録
』
（
写
本
、
五
十
嵐
家

く
推
し
進
め
た
成
果
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
ま
で
、
富
安
版
『
農
喩
』
刊
行
の
構
想
か
ら
配
布
ま
で
の
過
程
を
追
っ
て
き
た
。
節
約
に
よ
る
蓄
財
を
元
手
に
『
農
喩
』

の
刊
行
と
配

布
を
志
し
た
富
安
は
、
村
の
一
二
役
の
助
力
を
得
て
、
御
蔵
入
役
所
と
の
折
衝
を
重
ね
つ
つ
、
版
権
を
有
す
る
秋
山
家
と
の
交
渉
に
臨
み
、
各
種

の
許
認
可
と
資
金
の
調
達
と
い
う
困
難
を
乗
り
越
え
て
目
的
を
達
成
し
た
。
安
価
な
費
用
で
請
け
負
っ
た
の
が
会
津
暦
版
元
の
菊
地
庄
左
衛
門

で
あ
っ
た
こ
と
や
、
費
用
不
足
分
の
捻
出
に
会
津
藩
が
導
入
の
先
駆
け
と
さ
れ
る
社
倉
金
が
活
用
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
会
津
の
文
化
と
社
会

が
こ
の
事
業
の
完
遂
に
与
っ
た
こ
と
は
改
め
て
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
富
安
の
志
が
、
農
村
社
会
の
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
支
配
者

層
の
意
向
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
各
方
面
か
ら
の
後
押
し
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
間
違
い
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
『
農
喩
』
以
降
も

富
安
版
の
刊
行
が
相
次
い
だ
こ
と
を
思
え
ば
、
九
点
に
及
ぶ
書
物
刊
行
は
、
富
安
が
社
会
の
要
請
を
見
極
め
つ
つ
、
自
身
の
志
の
実
現
を
力
強
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蔵
）
に
依
拠
す
る
と
見
ら
れ
る
。
同
書
に
は
、
「
難
渋
ノ
者
共
」
へ
の
「
助
精
」
と
「
農
民
教
諭
ノ
書
開
板
摺
立
相
納
御
預
所
並
御
領
内
村
々
」
へ
の
「
施
行
」

に
よ
り
「
上
下
令
用
捨
」
と
す
る
年
記
「
三
月
」
の
文
書
と
、
「
御
用
向
出
精
」
に
よ
り
「
令
称
美
扇
子
壼
対
為
取
之
」
と
す
る
年
記
「
嘉
永
三
戌
年
三
月
」

の
文
書
が
連
続
し
て
転
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
松
枝
氏
は
、
前
者
を
後
者
と
同
年
と
解
釈
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
自
讃
十
三
箇
條
之
事
」

（
五
十
嵐
家
蔵
の
掛
軸
で
、
「
五
十
嵐
和
治
郎
平
富
安
／
六
十
七
歳
之
像
」
の
上
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
五
十
嵐
富
安
翁
行
績
録
』
に
も
引
用
が
見
え
る
）
に
は
「
嘉

永
五
年
従
会
津
侯
上
下
着
用
御
免
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
嘉
永
―
―
一
年
で
は
な
く
嘉
永
五
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
4
)
太
田
素
子
(
―

1
0
0
七
）
の
第
四
章
は
、
こ
の
菊
地
本
『
子
孫
繁
昌
手
引
草
』
が
、
会
津
若
松
市
内
の
酒
造
家
宅
に
四

0
0
冊
も
残
さ
れ
て
い
る
の
が

発
見
さ
れ
た
旨
を
記
す
（
二
五
三
頁
）
。
ま
た
、
南
山
御
蔵
入
地
を
例
に
、
「
村
落
の
維
持
に
か
ろ
う
じ
て
貢
献
し
て
い
た
養
育
料
支
給
策
も
、
幕
末
に
は
文

書
が
未
発
見
で
存
続
す
ら
確
認
し
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。
替
わ
り
に
現
れ
て
く
る
の
が
、
村
落
指
導
者
に
よ
る
教
諭
書
の
再
板
な
の
だ
」
（
―
-
―
-
四
頁
）

と
い
う
指
摘
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

(
5
)
こ
の
標
題
は
綴
り
の
扉
に
あ
る
も
の
で
、
標
題
の
左
右
に
は
「
嘉
永
五
年
（
上
部
右
）
子
三
月
（
上
部
左
）
」
「
顧
主
オ
治
郎
（
下
部
右
）
名
主
二
瓶

治
右
衛
門
（
下
部
左
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
綴
り
の
後
ろ
に
は
富
安
の
和
歌
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
書
留
一
巻
」
の
転
写
本
と

見
ら
れ
る
。
な
お
、
『
書
留
』
所
収
の
『
農
喩
』
開
版
関
係
文
書
は
、
五
十
嵐
家
蔵
の
『
五
十
嵐
富
安
行
績
綴
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(6)
『
穫
草
』
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
見
え
ず
、
管
見
で
は
他
に
、
福
島
県
下
郷
町
佐
藤
仁
夫
家
文
書
所
蔵
の

二
本
（
福
島
県
立
博
物
館
に
て
複
写
本
を
閲
覧
）
と
『
会
津
若
松
市
史
』
第
四
巻
六

0
頁
の
第
一
一
八
図
「
間
引
防
止
の
書
」
に
見
え
る
松
枝
茂
蔵
本
と
の
計

四
本
が
知
ら
れ
る
。
下
郷
町
は
南
山
御
蔵
入
地
域
で
、
佐
藤
仁
夫
家
文
害
は
当
地
の
名
主
文
書
を
伝
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
一
本
も
「
御
役
所
御
下
シ
被
遊
候
」

書
物
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

(
7
)
『
万
民
心
の
か
が
み
』
に
つ
い
て
は
、
③
や
『
会
津
若
松
市
史
』
第
四
巻
「
産
子
養
育
の
会
津
の
出
版
書
」
（
三
三
五
頁
）
に
言
及
が
あ
る
。
こ
の
書
物

は
五
十
嵐
家
に
も
伝
存
し
て
お
り
、
両
冊
の
後
見
返
し
の
識
語
に
よ
る
と
富
安
が
安
政
四
年
に
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
8
)
文
政
十
三
年
の
「
御
蔵
入
御
役
所
」
に
よ
る
『
穫
草
』
配
布
が
大
谷
組
全
村
に
わ
た
る
も
の
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
富
安
の
住
し
た
大
谷
組
大
谷
村
も
同

様
に
配
布
を
受
け
、
村
内
で
音
読
周
知
も
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
大
谷
村
の
名
主
文
書
を
伝
え
る
二
瓶
八
郎
家
文
書
中
に
同
書
は
現

存
し
な
い
。

(
9
)
三
島
町
史
編
さ
ん
室
（
―

I
O
I
八
）
所
引
の
「
寛
永
―
―
十
年
＼
明
治
元
年
奉
行
代
官
名
」
（
六
頁
）
に
よ
る
。
こ
の
資
料
で
は
「
楡
井
丈
之
進
」
だ
が
、

田
島
町
史
編
纂
委
員
会
(
-
九
八
八
）
所
引
の
「
嘉
永
五
年
御
用
帳
」
（
四
九
四
頁
）
で
は
「
楡
井
丈
之
助
」
で
あ
る
。
渡
部
平
助
は
新
潟
大
学
古
文
書
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
『
小
千
谷
陣
屋
年
中
行
事
』
（
日
録
番
号
1
4
2
1
0
2
0
)

の
差
出
者
と
し
て
名
前
が
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
い
か
な
る
立
場
で
「
御
名
代
」
と
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な
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
小
千
谷
地
域
も
近
世
は
会
津
藩
預
か
り
地
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
「
渡
部
幸
助
」
で
あ
れ
ば
、
田
島
町
史
編
纂
委
員
会

（
一
九
八
六
）
所
引
の
「
文
久
元
年
八
月
公
儀
御
勘
定
方
出
張
二
付
品
々
御
用
書
留
帳
」
(
-
六
三
頁
）
に
「
御
代
官
手
附
」
と
し
て
名
前
が
見
え
る
。

(
1
0
)
「
松
下
利
兵
衛
」
に
つ
い
て
は
、
田
島
町
史
編
纂
委
員
会
(
-
九
八
八
）
第
四
章
（
六

0
九
頁
）
に
郡
中
有
徳
人
の
一
人
と
し
て
言
及
が
あ
る
。

(11)

例
え
ば
、
【
資
料
四
】
を
、
御
蔵
入
地
へ
の
配
布
直
前
に
最
終
の
確
認
が
な
さ
れ
た
も
の
と
想
定
し
、
【
資
料
五
】
も
、
御
蔵
入
地
へ
の
配
布
完
了
を
踏

ま
え
て
御
私
領
へ
の
配
布
の
可
否
を
改
め
て
諮
っ
た
も
の
と
想
定
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
嘉
永
四
年
亥
年
の
文
書
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
社
倉
金
の
貸

付
ま
で
許
可
し
て
推
進
さ
れ
て
き
た
事
業
を
巡
る
対
応
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
疑
問
が
残
る
。

(12)
会
津
暦
の
刊
行
に
つ
い
て
は
柏
川
修
一
(
-
九
九
三
）
を
、
南
山
御
蔵
入
地
域
に
お
け
る
社
倉
制
度
の
発
達
に
つ
い
て
は
山
口
孝
平
(
-
九
七
八
）
所
収
の
「
近

世
南
山
御
蔵
入
史
稿
」
を
参
照
し
た
。

〈
参
考
文
献
ニ
一
節
で
言
及
し
た
も
の
を
除
く
〉

五
十
嵐
義
展
(
―

1
0
I
 0)
「
三
幅
の
掛
け
軸
＼
才
次
郎
新
田
＼
」
（
『
会
津
学
』
六
、
奥
会
津
書
房
）

太
田
素
子
(
―

1
0
0
七
）
『
子
宝
と
子
返
し
ー
近
世
農
村
の
家
族
生
活
と
子
育
て
』
（
藤
原
書
店
）

柏
川
修
一
(
-
九
九
三
）
「
会
津
の
出
版
ー
会
津
暦
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
近
世
地
方
出
版
の
研
究
』
、
東
京
堂
出
版
）

下
郷
町
史
編
さ
ん
委
員
会
(
-
九
九
四
）
「
下
郷
町
史
資
料
目
録
第
二
集
佐
藤
仁
夫
家
近
世
文
書

H
録
』
（
下
郷
町
史
編
さ
ん
委
員
会
）

田
島
町
史
編
纂
委
員
会
(
-
九
八
六
）
『
田
島
町
史
第
六
巻
（
上
）
』
（
田
島
町
）

田
島
町
史
編
纂
委
員
会
(
-
九
八
八
）
『
田
島
町
史
第
二
巻
』
（
田
島
町
）

福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
(
-
九
九
五
）
『
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目
録
第
一
一
六
集
』
（
皆
川
欣
也
家
文
書
且
録
所
収
こ
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）

三
島
町
史
編
さ
ん
室
（
―

I
O
I
八
）
『
三
島
町
史
第
三
巻
資
料
編
―
―
近
世
』
（
三
島
町
）

山
口
孝
平
(
-
九
七
八
）
『
近
世
会
津
史
の
研
究
上
・
下
』
（
歴
史
春
秋
社
）

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ニ
莉
潟
大
学
古
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
百
ps://komonjo.lib.niigata'u.ac.jp/komonjo/
／
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

h
号
~
[
[

b
a
s
e
 l 
.nijl.ac.jpHkoten/

い
ヂ
ッ
れ
も
最
終
確
認
日
は
―

1
0
一
九
年
七
月
三
一
日
。

＊
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
五
十
嵐
富
一
氏
を
は
じ
め
、
会
津
若
松
市
立
会
津
図
書
館
・
下
郷
町
教
育
委
員
会
•
福
島
県
立
図
書
館
・
福
島
県
立
博
物
館
・

福
島
県
立
歴
史
資
料
館
・
三
島
町
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
の
方
々
よ
り
、
資
料
の
閲
覧
．
撮
影
及
び
翻
刻
掲
載
等
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
他
、
関
連
す
る
知

見
を
多
数
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金

(
2
6
5
0
0
0
0
0
0
 4
)

「
東
北
の
近
世
版
本
に
見
ら
れ
る
方
言
反
映
事
例
の
発
掘
と
評
価
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。




